
【従来型スタイル】 多くの学校が採用されている授業アンケートのスタイル
設問数約10～20のQ1～20。各設問に対して4つの選択肢から一つを回答する内容・形式。

【授業改善注力型スタイル】 四択の形式にとらわれない目的に焦点をあわせたスタイル

Ｑ１　あなたは、この授業をまじめに受けていますか。一つ選んでください。

Ｑ２　この授業はわかりやすいですか。一つ選んでください。

Ｑ３　この科目への興味・関心は高まりましたか。一つ選んでください。

Ｑ４　この科目の学習習慣は身につきましたか。一つ選んでください。

Ｑ５　この授業について、家庭学習や練習（課題を含む）をいつもどのくらいしていますか。

（試験前・課題提出前ではなく平常時の時間）一つ選んでください。

Ｑ６　この授業で、あなたの学力は向上しましたか。一つ選んでください。

Ｑ８　あなたの先生への信頼について教えてください。一つ選んでください。

　＊Q1～６、及びQ8は、それぞれ４つの選択肢から回答する方式。

Ｑ７　この授業の特徴として、あてはまるものを　すべて選んでください。

1 説明・指示がはっきりしている

2 説明・指示がはっきりしない

3 板書がわかりやすい

4 板書がわかりにくい

5 授業に対する熱意が感じられる

6 授業に対する熱意があまり感じられない

7 幅広い知識・技術が紹介されている

8 幅広い知識・技術があまり紹介されていない

など

Ｑ９　先生の印象についてあてはまるものを選んでください。（複数回答）

1 言葉や振る舞いがふさわしい

2 言葉や振る舞いがあまりふさわしくない

など

Ｑ１０（１）この授業で良いと感じることを書いてください。

（２）先生に要望したいことがあればご記入ください。

貴校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話

ご担当者お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール

※注意点…Q７の選択肢に該

当する項目がない場合は、ど

れも選ぶ必要はありません。

※注意点…板書に関する項目

は体育など、関係のない授業

には回答しないで下さい。

※注意点…Q９の選択肢に該

当する項目がない場合は、ど

れも選ぶ必要はありません。

四択設問は成果
（生徒の成長）を確認する内容。

複数設問は要因
（実践・工夫）を確認する内容。

例えば、Q1～6、Q8は、アクティブ

ラーニングの成果（例えば、思考

力・表現力・判断力・人間関係力

など）を確認する内容の導入を検

討する。

例えば、Q7,Q9は、アクティブラー
ニングの実践・工夫（例えば、ICT
の活用・グループワークの実践・
プレゼンの実践など）を確認する
内容の導入を検討する。

Q7は

最大40項目
まで調査可能

Q9は

最大20項目
まで調査可能

例えば、この内容・形式の見直しをする。

全国各地で私学が公立に押されている。緊急の改善が求められている。

授業アンケートの調査項目を総点検する
これまでの重点項目を踏襲しながら、新しい調査内容を積極的に投入する

貴校の授業アンケートを
見直す際のポイント②

生徒向け質慰問用紙

【ご参考】
ヒューマンリンクの授業アンケートは、
フルオーダーメイド型。
授業改善直結かつ内容自由自在。

株式会社ヒューマン・リンク
京都市中京区泉正寺町
電話 075-212-7015
FAX 075-212-7016

切り離さずそのままお送り下さい FAX.075-212-7016お問い合わせ


